
■ 学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

○ 基礎的・基本的内容の指導を充実させ、自ら考え、進んで学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力を育成する。
○ 朝の読書活動や図書館の利用促進などを通して、読書に親しませ、国語を正しく理解し使用する基礎的能力を養う。また、言語活動の
充実を図りながら、各教科や総合的な学習の時間等を活用して、プレゼンテーション能力を高める。
○ 授業力向上のために、生徒による授業評価や教員間の授業観察による相互評価等を参考に、指導法の改善を目指す。
○ 「学習のシラバス」を作成し、生徒が各教科の学習内容の流れをつかみ、見通しを立てて学習を進めることができるようにする。

■ 授業革新推進に向けての視点と具体的な方策（☆は、学びのエリアで共通）

視点１
授業規律の徹底と授業のねらいの明確化

視点２
問題解決型・探究型の学習活動の導入

視点３
ＩＣＴ機器の効果的な活用
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■ 児童・生徒の状況 □ 板橋区の目指す授業 ―授業革新推進の視点― ■ 授業革新推進に向けた、指導上の課題

○ 全体的に落ち着いた態度で授業を受けてい
るが、発言に対する反応が一部の生徒に集中す
る傾向も見られる。
○ 都の「児童・生徒の学力向上を図るための
調査」においては、正答率が都の平均よりも下
回っている。
○ 教科によっては、学力が定着している生徒
とそうでない生徒の二極化傾向がみられる。

問題解決型・探究型の授業

協働学習の導入

指導と評価と支援の一体化

○ 授業規律や落ち着いた学習環境の整備につ
いて、学校全体で共通理解を図る必要がある。
○ 個に応じた指導の改善を重点的に行い、意
欲的に学ぶ姿勢を身に付けさせ、全体的な学力
の向上を図る。
○ 協働的な学習や課題解決学習など様々な学
習形態を工夫・改善し、学習に主体的に取り組
む姿勢をつくる。

具体的な方策
☆ 学びのエリア共通の学習におけるマナーと
ルールを徹底し、学習意欲の向上を図る。
○ 家庭と連携し、家庭学習の習慣化（予習・復
習の徹底）を図る。
○ 授業のねらいを明確化し、振り返りを必ず行
う。

具体的な方策
○ 各教科等の授業において、「課題設定→
情報収集→分析・考察→課題解決→新たな課
題の設定」という学習の流れを定着させる。
○ ペアや小グループなどの学習形態を工夫
し、生徒が集団で意見を共有する学習活動を
適宜取り入れる。

具体的な方策
○ 電子黒板や実物投影機などのＩＣＴ機器を授業
に活用することで、授業の効率化を図るとともに、
学習への関心と意欲を高め、知識や技能の定着
をはかる。
○ 生徒のプレゼンテーションや協働的な学習の
場面などでＩＣＴ機器を活用し、学習への関心と理
解を深める。


